
IMS ビギナーズ
セッション
山田 恒夫 （日本IMS協会 理事・運営委員長）

藤原 茂雄 （日本IMS協会 事務局長）

１）日本IMS協会とIMS Global 
Learning Consortium
２）日本IMS協会の会員組織と活動
３）e ラーニングや教育DXのための
IMS技術標準
４）外からわからない会員のメリット



日本IMS協会概要
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設立
2016年（平成28年）6月3日

事業内容
• IMS-GLCの諸技術標準の広報・普及
• IMS-GLCの諸技術標準に関連する研究コミュニティの形成・育成、並びに
IMS-GLCの諸技術標準に関連する調査・研究の推進

• IMS-GLCの諸技術標準の導入支援のためのワークショップ、セミナー、交流会
などの開催

• 日本及び国外の関連諸団体との交流・連携
• 日本及びアジアにおいて、IMS-GLCの諸技術を用い、eラーニング等を活用する
人材の育成

• その他、当法人の目的を達成するために必要な事業



日本IMS協会加入団体
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 幹事会員 8団体

 連携会員 9団体

 一般地域会員 34団体
※2021年9月10日現在

（ロゴは一部）



日本IMS協会の体制
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定時総会

事務局

デジタルバッジ等関連標準
国内適用検討部会

Caliper Analytics 関連標準
国内適用検討部会

OneRoster
国内適用検討部会

LTI
国内適用検討部会

理事長 白井 克彦
早稲田大学 名誉顧問

副理事長
大久保 昇

株式会社内田洋行 代表取締役社長
岸田 徹

株式会社ネットラーニング 代表取締役会長

運営委員会 技術委員会
委員長 山田 恒夫 （放送大学）
副委員長 三好 昌己 （内田洋行）

李 在範（ネットラーニング）
田中 頼人 (サイバー大学）

委員長 常盤 祐司 （法政大学）
副委員長 井上 由紀夫（内田洋行）

李 在範 （ネットラーニング）
秦 隆博 （デジタル・ナレッジ）

※2021年8月末現在

※幹事会員：8団体、一般グローバル会員：1団体、一般地域会員：31団体、連携会員9団体

主査 井上 由紀夫（内田洋行）
副主査 山田 恒夫（放送大学）
副主査 藤村 裕一（鳴門教育大学）

主査 山田 恒夫（放送大学）
副主査 秦 隆博（デジタル・ナレッジ）

主査 梶田 将司（京都大学）
副主査 李 在範（ネットラーニング）

主査 畠田 浩史（内田洋行）
副主査 田中 頼人（サイバー大学）

事務局長 藤原 茂雄（内田洋行）

理事長

理事会
IMS Japan賞選定委員会

役員候補者選出委員会

CASE研究会



IMS Japan賞
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• 一般社団法人 日本IMS協会の創設を記念して開始。今年で6回目。

• 国際的に評価の高い、IMS Global Learning Consortium の Learning 
Impact Award（LIA）に範をとり、テクノロジーの教育利用に多大な貢
献のあった優れた事例を顕彰。

• 技術標準の相互運用性を効果的に利用して教育デジタル・エコシステム
を実現したものや、IMS技術標準の国内普及に貢献のあった作品や実践
を対象とする。

• システムを提供したベンダーばかりでなく、それらを導入し革新的な実
践を行った教育・訓練機関からの応募も受付。ベンダーと教育・訓練機
関の密接な連携を期待。

• 現在審査中 https://www.imsjapan.org/ims-japan-award

https://www.imsjapan.org/ims-japan-award


高等教育ITコンソーシアムと国際標準化団体
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EDUCAUSE
IMS Global 
Learning 
Consortium

AXIES
– 大学ICT推進協議会

1995, the Instructional 
Management System project 
at National Learning 
Infrastructure Initiative

1999 NPOとしてスピンオフ

2011設立

日本IMS協会

2016設立大会部会セッション後援



日本IMS協会とIMS Globalの関係
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日本IMS協会 IMS Global

共同事業「IMS Japan Project」 例：IMS Japan賞とIMS LIAのリンク
One Roster日本版の立ち上げ

特典：
Global 年会費
50% off

特典：
Global 開発中
文書へのアクセス

IMS Global Learning Consortium（略称：IMS-GLC）に、日本から参加する団
体、及び日本国内での普及活動を行う者により構成する自主的な組織であり、IMS-
GLCの諸事業の日本国内での普及を目的とする。



IMS Global Certified Products: IMS 認定製品
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https://site.imsglobal.org/certifications

https://site.imsglobal.org/certifications
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IMS Globalについて

 e-Learning / ICT活用教育分野における国際標準化団体
 技術標準の策定ばかりでなく、その実用を通して、ICTによる教育改革を進める国際コミュ
ニティ

 20年以上の歴史、25か国664の機関会員、25以上の技術標準（2021年9月9日現
在）



IMS Globalの事業領域
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IMS Globalの背景
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 NGDLE - “The next generation digital learning 
environment “

 「次世代電子学習環境」 - “LMSの次”

Brown, July/August 2017
Credit: University of Minnesota, Office of Information Technology. Reprinted with permission.

 相互運用性とシステム統合
 パーソナル化
 分析・助言・学習評価
 連携・協働
 アクセシビリティ

・ユニバーサルデザイン



IMS Global: 採用学習プラットフォーム
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外からわからない会員のメリット
一般地域会員になると
・日本IMS協会会員限定のイベントや活動に参加でき、最新情報をいち早く入手できる
・IMS Global会員限定の非公開文書（開発中の標準仕様など）にアクセスできる（ただしIMS 
Global が認めたもののみ）
さらに、IMS Globalの会員になると（自動的に、日本IMS協会正会員になります）
・IMS Globalの会費（高い！）が半額になる（全会員カテゴリー）
・製品のConformance Testも無制限（Contributing Member）、対応技術標準のみ何回でも
（Affiliate/Alliance Member）
・IMS Globalのイベントや活動に参加する際に、サポートを受けることができる（ただし、日本IMS協会会
員のボランティアなので、共助・互助が原則）
・IMS Global 認定管理/訓練士養成講座（英語）に参加し、合格すればその資格が得られる（有効
期限：1年間）※ 講座自体、 IMS Global チーフアーキテクトが講師をつとめ少人数のグループで行い
大変質の高いものです（2021年）。このとき、日本語サービスが受けられます（ただし、日本IMS協会
会員のボランティアベースなので、共助・互助の精神で）



技術標準があると便利

第1段階：システム間の連携

校務システム

学習管理
システムA

出版社配信
システム

登録者名簿
成績

学習管理
システム

学習管理
システムB

オンライン
試験監督
システム

制御情報
監視結果

第２段階：デジタルエコシステム
による連携の自動化
AIと教育IoTで個別最適・快適な学習
環境＋過程を公正に実現

Brown, July/August 2017
Credit: University of Minnesota, Office of Information Technology. 



教育・学習の目標の変化
「個別最適な学び」

多様性・公正性・包摂性（DEI）

さまざまなツールやコンテンツをその
時々の条件にあわせて組合わせる必要

持続可能な実現にはデジタルエコシス
テムが有効な解決策
みんなで共有、過去の資産も再利用し
ながらコミュニティの力を結集

システムの種類をこえて、プロバイ
ダーをこえて、連携させるには技術標
準が必要

技術標準は、ステークホルダーの合意
事項の集大成＋Good Practiceの共有
教育分野では、650をこえる教育機関や
ベンダーが集まるIMS Global Learning 
Consortiumが代表的

要旨



カリキュラム
シラバス管理

LMS

教務情報
システム

WEB
ブラウザ

学習目標
パスウエイ

学習ビッグ
データ解析
サービス

IMS 標準による
シームレスな事業統合

テストバンク
（

アプリ
ツール
リポジトリ

学習者ブラウザ

IMS アプリケーション
共有・統合

A大学出版社

アプリ・
ツール

リポジトリ

素材・
コンテンツ
リポジトリ

スマート端末

ベンダー

電子
図書館

学習者
ポータル

教材素材
リポジトリ

ERP経営

支援シス
テム

成績証明
書発行

デジタル
バッジ発行

eポート
フォリオ

匿名化
学習デー
タストア

学習者

アドバイス

デジタル
バッジ登録

情報銀行／
ブロックチェーン

流通基盤

デジタル・エコシステム



北米高等教育市場におけるLMS のシェア
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Learning Impact Award
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https://www.imsglobal.org/lili/awards.html

https://www.imsglobal.org/lili/awards.html


Evolution to Transformative Digital Learning Experience/Environments
- Chicago Public Schools' Curriculum Equity Initiative (Chicago Public Schools and SAFARI Montage)
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• 標準カリキュラムをに準拠した学習コースを準備
• IMS技術標準を用いて、複数のシステムが連携するエコシステムを構築
• 学習カリキュラムを均質にすることにより、公平で良質な学習を提供することを目指す。

Learning Impact Awards 2021
https://www.imsglobal.org/lia/2021/winners

https://www.imsglobal.org/lia/2021/winners
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Student Success and Outcomes-Based Learning Support Services
- ECoach at the University of Michigan (University of Michigan)

• 多数の学生が参加する学習コース等で、学生
の学習を「コーチング」するツール

• 学生への質問や試験内容を通じて、最適な学
習プラン（Playbook）、To-Doリストの作成が
用意されたり，予想される試験の点数等が計
算されたりする。

• コーチングを通じて、学生の意欲を高める（モチ
ベートする）工夫が凝らされている。

Learning Impact Awards 2021
https://www.imsglobal.org/lia/2021/winners

https://www.imsglobal.org/lia/2021/winners
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IMS技術標準によるエコシステムの構築例

22

SIS LMS
OneRoster

CASE Repository
CASE

OneRoster
CSV

App
LTI

Content
System

Common Cartridge
Content

LTI

LTI Services
・ Names & Roles Provisioning
・ Assignment & Grade



IMS技術標準によるエコシステムの構築例

23



LTI (Learning Tools Interoperability)
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LMS（Platform）と学習教材（Tools）の相互運用を実現する技術標準。
認証情報をToolsへ引き継ぎ、ToolsをLMSの一部として扱うことを可能にする。



Caliper Analytics
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学習履歴データを、様々な学習環境からデータを収集できるようにし、各プラットフォームや
学習アプリでの相互運用を可能にする。



Caliper Analytics
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ログの内容を定義するプロファイルと、ログを送信するプログラム（ライブラリ）である
Sensorで構成



Common Cartridge
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教材（ePubなど）をLMS上で相互運用するための技術標準。



Common Cartridgeによる教材の共通運用
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Canvas - Moodle



OneRoster
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「Roster」は名簿。主に初等中等教育において、クラス名簿や、成績、教材の相互運用を
可能にする技術標準。SIS (School Information System ≒校務システム）とLMSとの
データ交換に用いられる。

クラス名簿

Class Roster

成績情報

Gradebook 
Results

教材情報

Resources



OneRosterによるクラス名簿の共通運用

30



QTI (Question & Test Interoperability)
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コンテンツ
オーサリングツール

プラットホームＡ プラットホームＢ

QTIを採用していない場合

相互利用不可

アセスメントやテスト，クイズ，様々なオンラインテストシステム間でのデータの相互利用を
可能にする技術標準

QTIサポートシステム（IMS認定）
• Instructure Canvas
• Northwest Evaluation Association NWEA
• BPS ONYX
• Public Consulting Group PCG
• Houghton Mifflin Harcourt
• Questar Assessment
• Progress Testing
• SchoolSpire
• Open Assessment Technologies (OAT) TAO
• Pearson Education TestNav
• Performance Matters Unify



Digital Credential（電子学修証明）
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• Digital Badges （電子修了証）
– Open Badge Version 2 (OBv2)

• Extended Transcript（成績証明書）
– Comprehensive Learner Record 1.0

• CBE （コンピテンシー型教育）Interoperability
– CASE (Competency and Academic Standards 

Exchange)



Open Badges
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発行者 検証プロセス

受領者

表示者 消費者

【企業採用担当者
大学入試関係者】

【学生・受講者】

【教育機関】



Comprehensive Learner Record (CLR)
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Competencies & Academic Standards Exchange (CASE)
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コンピテンシー標準（スキル標準）やカリキュラム標準、ルーブリック等を記述し、システム
間で交換する際に用いる技術標準。



CASE Network
CASEで記載された文書（カリキュラムやシラバス、そのルーブリックなど）を集積した

レジストリとそれを維持管理するコミュニティ。
https://casenetwork.imsglobal.org/cfdoc/

https://casenetwork.imsglobal.org/cfdoc/
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